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株式会社ケイ・ウノ 代表取締役 CEO の青木です。 

本日は、2026 年 9 月期第 1 四半期の決算についてご説明をさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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本日は、ご覧の通り、 

2026 年９月期 第 1 四半期の業績報告、トピックス、 

2026 年９月期 通期業績見通し、成長戦略、株主優待制度についてご説明をさせていただきます。  
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2026 年９月期 第 1 四半期の業績をご報告いたします。  

  

                                      

            業績報告

             ピッ  

         通  業績見通し

成長戦略

 主優待制度について
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まず、業績ハイライトです。 

 

売上高は、19 億 2,700 万円、前年同期比 105.7 パーセントと第 1 四半期として過去最高を更新しました。 

 

しかし、想定を上回る地金価格高騰の影響を受け、 

営業利益は 4,700 万円、前年同期比 97.0 パーセントと前年同期を下回りました。 

 

一方で、為替差益の発生および海外合弁会社の業績改善により、 

当期純利益は 5,100 万円、前年同期比 178.0 パーセントと大きく伸長いたしました。 

 

  

                                      

業績     

       して            

                     業             

                 業績  に             長 

     

         

    

          

     

     

      

  

        

     

     

            業績報告
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PL はご覧の通りです。 

  

4                                     

        

            

      

     
26/9 1Q

  
25/9 1Q

  

105.7%1,9281,823   

99.5%1,0601,066  総  

94.1%55.0%58.5%  総  率

99.6%1,0131,017販 費  一般管理費

97.0%4748 業  

91.8%2.5%2.7% 業  率

142.1%7049経常  

134.4%3.7%2.7%経常  率

178.0%5128親   主に帰属す      

174.7%48.4027.70    一        

            業績報告
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続いて、前年同期からの地金相場の推移についてご説明いたします。 

 

ご覧いただいているグラフは、2024 年 10 月から直近までのゴールド・プラチナの小売価格、月次平均の推移です。 

 

1 クォーターである 12 月同士を比較すると、金は約 1.6 倍、プラチナにおいては約 2 倍の急騰となりました。 

 

その後足元でも上昇基調にあり、特にプラチナにおいてはその傾向が顕著に表れております。 

 

 

 

  

    

                                      

        

       属 業         属   報   

                                       

                 に    に    に いて            

202  9   Q 業績報告
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続いて、売上原価率の増減分析です。 

 

先ほどご説明したように地金価格の急騰に伴う原材料費率の上昇が大きく影響した一方で、 

価格改定による商品単価の上昇や、効率化による労務費・経費の減少が売上原価率を低下させました。 

 

結果、売上原価率は前年同期比で 3.5 ポイント上昇となりました。 

 

 

 

  

41.5%

6.1%
0.8%

▲2.0%
▲1.0% ▲0.3% ▲0.2%

45.0%

  原 率増減分析

                                     

        に伴う原材 費率         し  

     に  商品     や 効率化に  労務費 経費 減少   原 率 低 させ  

  果   原 率       3.5ポ ン   し  

     
+３. pt      に  

原材 費率   

卸販  増加に  
原 率   

      
 産量増加 製造効率  

 

    に  
商品     

            業績報告

  原 率
26/9 1Q

  他    労務費 経費減少       成 化原材 費増加
  原 率
25/9 1Q

効率化に  
労務費 経費 減少
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続いて、営業利益の増減分析です。 

 

売上高は、 

国内では、店舗及びライセンス商品のネット販売が好調だったこと、 

海外では、卸販売が伸長したことにより、１億 400 万円の増収となりました。 

 

一方で、想定を上回る地金価格の高騰による売上原価の上昇が、営業利益を押し下げる要因となりました。 

 

  

    

▲  

▲  

  

▲  

       

     
97.0 

 業  増減分析

7                                     

               ン 商品  ッ 販    卸販   長に    ４    増      

              に    原    し  業    し          

           ン 
商品  ッ 販  好 

    卸販  好 

 業  
26/9 1Q

一般管理費販 費人件費
  原 

(     )
  原 

(原 率  )
   

 業  
25/9 1Q

        

原材     に  
  原    

   増加に伴う
  原    

経費コン ロ  
に  削減

202  9   Q 業績報告

   ン 商品   増に
伴う販     増加
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続いて、ブランド別・製品別の売上高です。 

 

ブランド別では、ケイウノ・その他 IP 商品ともに伸長いたしました。 

 

地域別では、国内、海外ともに伸長いたしました。 

 

 

 

  

    ブ ン 別  域別)

8

        

2 /9  Q2 /9  Q
◼ ブランド別   

 成    増減額実績実績

60.3%104.7%+511,1631,111    

39.7%107.6%+53765711  他 IP商品 

                                     

        

 ブ ン 別          他IP商品  に 長 

  域別          に 長 

        

2 /9  Q2 /9  Q
◼ 地域別   

 成    増減額実績実績

90.6%104.2%+711,7471,676  

9.4%123.7%+34180146  

            業績報告

※I 商品  …知的財産 Intellectual Property    キャ     ブ ン  作品 アニメ 漫画 ゲ ム ど  権  活用して作られ 商品 指す 
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続いて BS についてです。 

 

前期末と比較して、 

資産合計は、３億 5,600 万円の増加、 

負債合計は、３億 1,200 万円の増加、 

純資産合計は、4,300 万円の増加となりました。 

 

なお、自己資本比率は前期末比マイナス 1.2 ポイントの 26.8 パーセントとなりました。 

  

        B/S 

9                                     

        

202  9   Q 業績報告

主 増減理由対  末増減
2026 

12 31 時点
2025 

9 30 時点

+311,0521,021流動 産 現   預  

      に  原材  増加+2042,0011,797流動 産 棚卸 産 

 注増に   掛  増加+86670584流動 産   他 

   転  シ テム投 に  増加+331,1721,139   産

+3564,8984,542 産 計

 規借入に  増加+2281,6831,455有 子負債

 注増に伴う契 負債 増加+831,9011,817  他 負債

+3123,5843,272負債 計

  剰余  増加+431,3131,269  産 計

+3564,8984,542負債  産 計

+13.5pt128.1%114.6%有 子負債 率

▲1.2pt26.8%28.0%自己 本 率
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続いて、2026 年９月期 第 1 四半期の主なトピックスについてご説明いたします。 

  

10                                     

202  9  1Q 業績報告

202  9  1Q  ピッ  

2026 9  通 業績見通し

成長戦略

 主優待制度について

Appendix
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国内販路の施策としては、 

商圏の変化を踏まえ、2025 年 10 月にケイウノ札幌店を移転オープンいたしました。 

 

新店舗では「工房」を併設し、手作り指輪サービスも開始いたしました。 

  

  
                                     

                     転   ン
 転 に              作 指        

商   化     販   

202  9  1Q  ピッ  
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プロモーション施策としては、 

雑誌『ディズニーファン』（講談社刊）創刊 35 周年を記念し、 

共同企画としてこれまで手がけたディズニーデザインのオーダーメイドジュエリーから 35 点を一挙に紹介いたしました。 

また併せて、ケイウノ特設ページで 35 のストーリーも公開しております。 

 

 

  

12
                                     

雑誌『ディズニ ファン』35周 記念企画
       ダ メ   夢 カ  にし 35点 ジュエリ  公開

メディア 動 ロ  シ ン  

             ピッ  
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プロダクト施策としては、 

株式会社 JR 東海リテイリング・プラスへ、「新幹線 0 系・100 系 純金ミニフィギュア」の OEM 提供をいたしました。 

進化を続ける新幹線のフォルムを、当社の熟練したジュエリー職人の手により約 2cm サイズで忠実に再現しております。 

今後第 4 弾まで展開予定です。 

  

  
                                     

  幹線０系  ００系   ミニフィギュア OEM  
 ０      10     開始

-今  ４弾  展開予 －

企業コ ボレ シ ン型 ロダ    

 化     幹線 フ  ム  計 し  し  計に        ズ  実に 現 
   ジュエリ  人         ら現      夢     に        
 し  

※O M…O     a   q        Ma  fa       略  パ    企業 ら委託   て製品  計  産す こ  いう 

             ピッ  
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ここからは、2026 年９月期の業績予想についてご説明いたします。 

 

  

                                       

            業績報告

             ピッ  

         通  業績見通し

成長戦略

 主優待制度について

        

1
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売上高は、 

国内店舗の伸長と、キャラクター商品の国内外での更なる拡大により、 

前期比 106.8 パーセントの 74 億 7,700 万円と過去最高値の更新を見込んでおります。 

 

売上総利益については、 

製造効率向上の施策を講じるものの、前期末からの原材料費の高止まりにより、 

前期比 101.9 パーセントとなる見込みです。 

 

販管費については、 

売上が前期比 106.8 パーセントと伸長するのに対し、 

販管費削減に努めることで前期比 101.5 パーセントとなる見込みです。 

 

よって、営業利益は前期比 117.6 パーセントの１億 2,000 万円となる見込みです。 

 

  

26/9      

   増減額予 実績

106.8%+4737,4777,004   

101.9%+764,1354,058  総  

95.4%▲2.6pt55.3%57.9%  総  率

101.5%+584,0143,955販 費  一般管理費

117.6%+18120102 業  

110.1%+0.11.6%1.5% 業  率

137.8%+2810475経常  

129.0%+0.31.4%1.1%経常  率

328.7%+527422
親   主に帰属す 

     

324.8%+49.1671.0321.87    一        

        106.8％ ７４億77        値   す 見込み 

  業      11７.6％ 1億20      見込み 

     
      長  キャ    商品
           に   
            見込み 

       
製造効率            
      末 ら 原材 費  
   に     総      
     ％   見込み 

            
人件費や販 費 増加す     
  的 販管費削減に   こ 
          ％   見込み 

業績予         

                                       

        

      

         通 業績見通し
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続いて半期毎の PL です。 

 

売上高は、 

施策の効果の最大化や、IP 関連の大型案件の受注が 4 月以降となることで下半期に偏る見込みです。 

 

利益面では、 

原価の高止まりが続く中、下半期に原価低減施策の効果が表れることで下半期に偏る見込みです。  

         に  増加  効果   化や IP 型案件   す こ     に偏 見込み 

     原              に原 低減   効果 表れ こ     に偏 見込み 

業績予           

                                       

        

26/9 25/9 26/9 25/9 

      予    実績      予    実績

112.9%3,8863,443100.9%3,5913,560   

109.8%2,1581,96494.4%1,9772,093  総  

97.3%55.5%57.1%93.6%55.1%58.8%  総  率

103.5%2,0401,97299.5%1,9731,983販 費  一般管理費

 116▲73.4%3110 業  

 3.0%-0.2%3.3%0.1%3.1% 業  率

 112▲16 ▲891経常  

 2.9%-0.5% -0.2%2.6%経常  率

 103▲25 ▲2848
親   主に帰属す 

     

202  9  通 業績見通し



18 

 

 

 

次に、営業利益の増減分析です。 

 

前期後半からの地金単価の高止まりにより、売上原価率の上昇が見込まれる一方で、 

国内店舗と海外卸事業の伸長による売上高の増加、販管費のコントロール等により、 

営業利益は、前期比 117.6 パーセントの 1 億 2,000 万円となる見込みです。 

 

  

    

▲   

▲   
▲  

▲  

        

 業  増減分析

                                       

      ら          に     原 率   す 見込み 

 一       増加  販管費 コン ロ   に   業               見込み 

   
          に   

 告  費 増加

        

 業  
26/9 
予 

一般管理費販 費人件費
  原 

(     )
  原 

(原 率  )
   

 業  
25/9 
実績

給     
賞  増加

         に伴う
  原 率   

     
  卸 業  長に  

    増加

   増加に伴う
  原  増加

         通 業績見通し
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続いて、ブランド別および地域別の売上高です。 

 

ブランド別では、その他 IP 商品が特に伸長する見込みです。 

 

地域別では、海外売上高が特に伸長し、海外比率が８パーセントから 10 パーセントに伸びる見込みです。 

  

26/9 2 /9 
◼ ブランド別   

 成    増減額予 実績

59.5%104.9%+2094,4494,240    

40.5%109.5%+2633,0272,763  他 IP商品 

 ブ ン 別     他IP商品  に 長す 見込み

  域別          に 長し   成  8％ ら10％に増  見込み

    ブ ン 別  域別 

                                       

        

26/9 2 /9 
◼ 地域別   

 成    増減額予 実績

89.7%104.5%+2886,7096,421  

10.3%131.8%+185767582  

         通 業績見通し

        

※I 商品  …知的財産 I         a              キャ     ブ ン  作品 アニメ 漫画 ゲ ム ど  権  活用して作られ 商品 指す 
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続いて、成長戦略についてご説明いたします。 

 

  

19                                     

            業績報告

             ピッ  

         通  業績見通し

成長戦略

 主優待制度について
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6
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まずは、当社の本中期経営計画における基本方針についてです。 

 

本中計においては成長性はもとより、収益性に重点を置いた戦略を策定いたしました。 

 

オーダーメイド戦略と IP 戦略の両輪を回しながら、 

戦略実現と原価低減のための基盤強化を実行してまいります。 

 

詳細は順にご説明いたします。 

 

  

成長戦略

  経 計画 本  

        

  性×成長性 両立させ 戦略   

                 

                                       

オーダーメイド  
既存 値 適切 訴求   適正化

    
I  値   化 販    
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オーダーメイド戦略においては、体験価値に重点を置いたブランディングと、認知拡大を図ってまいります。 

 

当社が重視する体験価値は、パーソナライズ性・ブランド体験の一貫性・顧客向けサービスの３つです。 

 

“パーソナライズ性”とは、お客様一人ひとりに合わせた提案型接客やカスタマイズ、オーダーメイドサービス等を指します。 

 

当社においては、強みの源泉であるオーダーメイドそのものが 

パーソナライズの極みであるため、これまで以上にオーダーメイドを前面に打ち出した広告宣伝や、 

オーダーメイドの参考となる商品開発を増強することにより、パーソナライズ性を高めてまいります。 

 

“ブランド体験の一貫性”とは、店舗、接客、商品、サービスなどのすべての体験にブレがない、 

つまり、期待と現実にギャップの無い状態のことを指します。 

当社においては、世界観を統一するため、広告上で用いるクリエイティブやホームページ・SNS のリニューアル、 

定期的な出店及び店舗の改装によりブランド価値の一貫性を高めてまいります。 

 

“顧客向けサービス”とは、購入後のアフターメンテナンスや、購入者向けの特典・プログラムを指します。 

当社においては、創業から続く永久無料のアフターサービスを継続しながら、 

LTV 向上につながる商品開発の強化、フェア・イベントの拡充により、顧客向けサービスの充実を図ってまいります。 

 

なお、３つの体験価値を重視したアクションを実行することに加え、価格面においても、相場に合わせた柔軟な価格改定 

と、当社のオーダーメイドや品質、アフターサービス等の価値を反映した価格設定を行ってまいります。 

21                                     

   容   

   ダ メ    面に打ち し  告  
   ダ メ        商品開  増強

パ ソ   ズ性

 世界観 統一す    HP SNS リニュ ア 
   的       リニュ ア 

ブ ン  験 一貫性

 LTV※  につ   商品開  強化
 顧客   フェア  ベン   充

顧客      

戦略 容  ダ メ  戦略

   的 ア シ ン 

※   …  f        a    略  顧客   値     顧客 自     開始して ら       に どれ        らす     総額 表す指  

   験 値に重点 置い ブ ンディン  認知  

   重 す  つ  験 値…パ ソ   ズ性 ブ ン  験 一貫性 顧客      

         に  せ 柔軟     
   ダ メ  品質 独自 アフ         値 反映し     

   シン 

＋

成長戦略
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IP 戦略では、IP の持つ価値を最大限引き出すための 

広告宣伝の強化や、ホームページのリニューアル、 

アニメ・ゲーム以外の IP 展開や、 

中高価格帯を中心としたジュエリー以外の貴金属製品の積極的な投入を実施いたします。 

 

また、販路拡大として、国内では新規出店を、 

海外においては、重点地域における販売網の強化・拡張に努めてまいります。 

  

22                                     

I  値   化  的 し           込み 販   

   的 ア シ ン 

   容   

 SNS  心 し  告   強化
 HP リニュ ア 

 ロ  シ ン

 アニメ ゲ ム以  IP展開
  一IP シリ ズ化
 ジュエリ 以    属商品 強化

 ロダ  

                  
      帯商品 開 促 

    

    直    規  
    重点 域に   販 網 強化  張 重点 域   本土 台湾 香港 

 レ  

戦略 容I 戦略

成長戦略
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続いて基盤強化の 1 つ目「AI 活用」です。 

 

当社のビジネスモデルにおける製販一貫体制は、他社には摸倣できない優位性を持つ一方で、 

オペレーションの複雑さ、非効率さによる構造的課題も並存しております。 

 

当社のビジネスフローは大きく分けて、販売と製造の２つに分けられます。 

 

それぞれの課題としましては、販売現場では、販売員のスキルのばらつきや、 

複雑な見積もりプロセスによるミスの発生及び接客の長時間化といった課題を、 

製造現場では、工程作成における確認作業が多いことや、 

経験者の裁量による暗黙知も多く教育や標準化が困難といった課題を抱えております。 

 

これらの課題を、AI を活用することで解決し、戦略実現と原価低減を図ってまいります。 

 

  

戦略実現 原 低減     盤強化 AI活用  盤強化   

     イン         振り分け

  イ ー    製造

流れ

人

課題

AI
解決策

①販 員 接客 キ  ばらつ 
②完成 メ ジ  覚的に確認し い いうニ ズ    
③複雑 見積 ロ  に  ミ     長時 接客化

④製作指示書 曖昧さに  確認時  増加
⑤暗黙知 多  教育   化 困難

            

① 客 接客 ポ  

フェ ズ 

②デ  ン画自動作成

③見積自動作成

見積シ テム  自動 携

④加 指示作成

⑤  作成

デ  ン画 ら
       リン    自動 携

フェ ズ フェ ズ       202７/9

 課題①～③ 解   課題④～⑤ 解  

 I活用に   ジ   デ   造的課題解 

成長戦略
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次に、基盤強化の２つ目「生産分業」です。 

 

これまでご説明して参りました、戦略実現のためには、今後の受注量に対応できる生産キャパシティの確保が必須です。 

 

現在、日本では、オーダーメイドの他、受注生産品のすべてを、 

タイでは、主にシルバーを中心とした量産工程を対応しております。 

 

今後は、日本では、高難易度、高付加価値、職人技を要する工程に特化することで、 

更なるブランド価値の向上を図ります。 

タイでは、これまでの量産工程に加え、受注生産品の難易度低～中の工程を日本から移行することで、 

生産量の確保及び、効率化を図ります。 

 

このように、国内工場と海外工場との役割を分けることで生産量を増加させつつ、 

原価構造の最適化を図ります。 

 

  

 盤強化   

各生産拠点 
おけ 役割

難易度 ～中
  移行

スケジュール

 難易度商品
増加対応

スケジュール

戦略実現 原 低減     盤強化  産分業 

難 度別 ロ   分業に   産量増加 原  造  適化

日本：技術力 タイ：生産量

 今  
 難 度  付加 値  人技 
 す   に 化し
 にブ ン  値    

 今  
これ   量産  に加  
 注 産品 難 度低～  
    本 ら  し 
 産量 増加 効率化に   

 現  
  ダ メ   他 
 注 産品 す てに対 

 現  
主にシ     心 し 
量産   対 

2025/9       

人員増

フェ ズ フェ ズ フェ ズ       202７/9

技術力    組

   技術力  

人員増 人員増  

 本

 難 度商品
 キャパ増強

      ダ 
メ  展開 備

   入開始

技術力    組 技術力    組

成長戦略
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最後に、株主優待制度についてご説明させていただきます。   

25                                     

            業績報告

             ピッ  

         通  業績見通し

成長戦略

 主優待制度について

        

1

2

 

4

6
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当社の株主優待制度は、 

100 株以上保有の株主様へ、一律で、QUO カード 5,000 円分と、 

自社商品 10 パーセントの割引券をご進呈しております。 

 

自社商品 10 パーセント割引券は、 

日本全国のケイウノ直営店・ケイウノオンラインショップ、 

また、ユートレジャー直営店・ユートレジャーオンラインショップでご利用いただけます。 

 

詳しくは、当社 IR サイト「株主優待制度」のページをご覧ください。 

 

  

詳細ご 用可能 路ブランド

ご 用可能   こちら    直    
ケイウノ

https://www.k-uno.co.jp/     ン  ンシ ッ 

ご 用可能   こちらユ  レジャ 直    
ユートレジャー

https://u-treasure.jp/ユ  レジャ  ン  ンシ ッ 

 主優待制度について

 主優待制度について

 主優待  容

26                                     

 QUOカ  5,000 分  自 商品10％割 券1枚 100 以 保有 

 主  一律ご 呈

自 商品10％割 券 ご 用可能ブ ン  販 

見本 1  毎 12  旬 
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アペンディクスにつきましては、説明を割愛させていただきます。 

 

以上を持ちまして、2026 年９月期 第 1 四半期決算のご報告を終了させていただきます。 

 

最後までご清聴いただきありがとうございました。 
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202  9  1Q 業績報告

202  9  1Q  ピッ  

2026 9  通 業績見通し

成長戦略

 主優待制度について
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28                                     

  ダ メ   

 客 に 別 感動 喜  贈    

創業者   久野雅彦 ジュエリ  既成品販    てい 頃に感   

   ちょ  こう   らいい に …  いう 客  本音 

80％ 90％ 満  狙う     客 一人ひ  に  せて100％ 満    し 

 客 に 別 感動 喜  贈 こ     企業    い 

   う  い ら          ダ メ     て   す 

        



31 

 

 

 

  

            

ジュエリ  時計 製造販 

  ダ メ   リフ  ム 修理

 業 容

1991 3 29  創業1981   立

5,504   本 

愛知県 古屋 千種区猫洞通3-9   

 表 締役CEO 青木 興一 表者

578  2025 9 末 従業員 

    ユ  レジャ  子   

U-International Factory Co.,Ltd.  子    王  

愷吾柔璞琳夢股份有限公司 関   台湾 

関係  

Company 
Profile

29                                     

1981

  品  業販 

 して 古屋に創業

ディズニ デ  ン

ジュエリ 販     

2010
キャ    

ジュエリ ブ ン 

              

2014
  初   

台北 孝旗艦    ン

    
U-International

Factory co.,ltd.(UIF) 立

    

2024

2025

   表 締役  Oに

青木興一   

        

 規  
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主  成

     

        

        

    億 

既製品   他  ７%

  ダ メ   リフ  ム 83%

 ８割     ダ メ   選択

     

        

   

   ４億 

    

I 商品※

ブ ン  成

 4割   IP商品 選択

４０ 

 ０%

※I 商品  …知的財産 Intellectual Property    キャ     ブ ン  作品 アニメ 漫画 ゲ ム ど  権  活用して作られ 商品 指す 

製品 成

Appendix
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展開 点一  販  点    製造 点４  

 銀座本 

 銀座 央通  

  宿 

 表 道 

 自由 丘 

 池袋 

 町  

 立川 

北 道 東北エリア    

    

関東エリア
    町 

   本 

 千  

   

    

 ジュエリ   ジ   宿

東  北陸エリア    

 栄 

 本山本 

  古屋駅  

 岐阜 

  ロ    豊川 

  松 

 静岡 

  沢 

  台 

関西エリア ４  

    

 心   

 京都 

 神戸 

     エリア    

 福岡        ち 

     エリア 2  

     岡山 

    

   ダ メ     神奈川県 

 心      阪府 

直 
 

  
  

       

  古屋   愛知県 

銀座本 

                                       

直 
 

 携
  

 携先  8  

 北 道  福 県    県    県  福 県    県  愛 県  山 県  

 U-TREASUREコン     ア池袋

 U-TREASUREコン     ア心  

関東エリア    

ケイウノ ３店舗 ユートレジャー３店舗

 携
  

 福 県  

北陸エリア 1  

          コン     ア池袋

 台北 孝旗艦 

     台北 西 

     台    西  

  
  

   台湾

    
   I     a    a   a                 王  

  
  

   

 ※           現  
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 ジ   デ 

32
                                     

製販一 型
 デ    

販 員デ     人

 注

企画
デ  
ン

一般消費者

O M※ 注先

卸販 先

企画   イン 製造

※O M…O     a         Ma  fa        略  パ    企業 ら委託   て製品 デ  ン  計  産す こ  いう 

  

自 企画 デ  ン 自  産 自 直  販 

自  一貫して対 す こ   験 値 商品 値 つ   す

     製造 制 活用しつつ 異  ポジシ ン 安 し    確保

     製造

     
      に  

 150  
    3 点+   に  

      
      に  

デ      人 販 員  て  ロ    掛  こ   ンリ ワン  値   す 

自 企画 デ  ン 自   販 

お客様
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ブ ン        

Appendix

  ダ メ   主 にジュエリ や時計  客   い カ

  にす ブ ン  

      創業以  ジュエリ    ダ メ  や

リフ  ム 修理  心に   て     に ４ 種  

デ  ン  み し す 一つひ つ デ  ンに 

コン       一 愛せ       う い こ て 

  す 
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ブ ン    ユ  レジャ 

  人     リエ  す   コン   に 

キャ    ジュエリ   心に展開す ブ ン  

  ダ メ   ジ   培  技術力 企画力に   

ファッシ ンジュエリ  既製品 メ ンに 現性  い商

品開    て   ブ  ダ ジュエリ    

扱 て   す 

  

 M      O O  O         M        a a     

              O                    a   a      I              IO  O            O     O         
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主  扱   ン   

          a        a           O

主に  ダ メ   ディズニ  キャ    や世界観

 用い デ  ンジュエリ  展開す ブ ン  

  ダ メ   長 培  デ  ン力 技術力に   

これ    種以  多  ジュエリ   み し    

  らコア     いディズニ ファン      て

   す 

  

           a                                          M     a           a  
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   作成し 本     報    的 して      有  券  付 や 付  し込み    

  してい せ  

  予 に関す 記      見解や   現  用可能  報に  いてい す    予 に 

多  リ  や 確    存 し 実  業績 予      異  可能性    す 

   本    付以 に  や    化し      本    容        す 予     せ  

こ   に    以   報   れて    れら 公開 報に  いてい す  

   これら  報 正確性や適切性について独自      て ら  保 してい せ  

本     扱いについて


